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１．実施概要 

（１）開催日時 

令和２年 11 月 14 日（土） 午後１時 30分から 午後４時まで 

 

 

（２）開催場所 

昭島市役所 市民ホール （昭島市田中町１－17－１） 

 

 

（３）テーマ 

「これからの昭島市のまちづくりについて」 

 

 

（４）進行方法 

① オリエンテーション 

昭島市の総合基本計画等について説明 

 

② ワークショップ 

昭島市のこれからについて、グループごとに討議し、討議内容を発表 

 

 

（５）参加対象者 

令和２年３月に予定していた市民フォーラム（新型コロナウイルス感染症により中止）に向けて

無作為抽出した市民 1,000 人に募集をかけた際、参加応募のあった 36名 

 

 

（６）参加者数 

18 名 
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２．コロナ禍におけるフォーラムの運営 

（１）コロナ禍における運営方法 

○参加者は 20 名弱を想定。１テーブル最大５名、４テーブルを設置し、十分に空間を確保する。 

○ワークショップ形式によるテーブル内での意見交換を行い、テーブル間での移動は行わない。 

○意見交換は要領よく短時間で行うよう努め、付せん等、参加者間でのモノの受け渡しは極力

避ける。 

○全体に向けての発言が必要な際にはマイクを活用し、会場内で大声を出す機会を作らない。 

 

■ テーブルの設置状況 
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【参考】東京都のコロナ対策ガイドライン 

○窓口・受付等 

・対面が想定される場所に、アクリル板や透明ビニールカーテンなどを設置し遮蔽 

・利用者の列が想定される場合には、立ち位置の目印を付すなど行列の整理を行うことで混雑

を防止 

○入場時等における対策 

・入場の列は間隔（できるだけ２ｍ）を空けるとともに、行列の整理や立ち位置の表示を行い、

混雑を回避 

・入場者にマスク着用の徹底を周知（ない方にはマスク配布に努める） 

・非接触型機器などで入場者を検温し、発熱者は入場を制限 

・入場口や施設内各所に消毒備品等を設置し、入場者の手洗いや手指消毒、靴底消毒の徹底を

図る 

○施設内における対策 

・座席や利用場所の配置を工夫するなど、人と人との間隔（できるだけ２ｍ）を確保 

・チラシや販促品等は、手渡しではなく据え置き方式で配布 

・利用者に対し、手洗い・消毒に加え、大声の会話を慎むよう周知 

・複数の人が使用する場所（トイレなど）、手や口が触れるようなもの（商品やコップ類など）

をこまめに消毒・洗浄 

・喫煙スペースがある場合、３密（密閉、密集、密接）にならないよう利用者数を制限し、利

用者に周知 

○ごみ 

・ごみを回収する人は、収集の際に手袋・マスクを着用するとともに、手袋・マスクを外した

後は、必ず石けんと流水で手を洗った上で、手指消毒を徹底 

○トイレ 

・個室ではない便器（男性用小便器など）の利用に当たっては、一つおきに使用するよう、利

用者に対して周知 

○感染者発生時に向けた対応 

・濃厚接触者や来場者等に、後日連絡や情報提供ができるよう、来場者の氏名・連絡先（電話

番号・メールアドレス等）について、既存の顧客リストや ICT 技術の活用等により把握に努

める 
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（２）ワークショップの狙いと運営 

○ワークショップで獲得したい成果は次の２点。 

①基本構想の将来都市像（キャッチフレーズ）を具体的に作り出す 

②将来都市像を実現するために重要（ポイント）と思う施策を抽出 

○ワークショップではあるが、参加者間での付せん等の受け渡しは行わず、少ない話し合いで

も内容が十分に理解でき、意見交換を行った実感を得られるような運営とする。そのため、参

加者自らが考え、話した内容や取り組んだ作業が見える化できる方法（記述や投票方式）を検

討する。 

○全体ファシリテータの進行のもと、参加者が記述しながら考えることに集中できるような環

境を整え、話し合い（討論）が主にならないよう各テーブルにファシリテータは配置しない。 

○考えを記述するための時間を十分確保するため、時間配分は冒頭のオリエンテーションに 30

分、ワークショップの①に１時間 40 分、ワークショップの②に 20 分の、計 2時間 30 分程度

を想定する。 

 

 

（３）会場準備 

① 受付 

○受付には案内員３名を配置。マスク・使い捨てビニール手袋を着用。 

○１名は、着席するテーブルへの案内。 

○１名は、非接触型体温測定機器にて入場者への検温を実施、発熱者に対しては入場を制限。 

○１名は、入場者にマスク着用の徹底を周知（ない方にはマスク配布）、アレルギーなどの事情

によりマスクが出来ない方への対応。 

○設置する物 

・消毒等の備品（アルコール消毒薬２～３個／マスク） 

・事前送付資料（当日忘れてしまった方に配付） 

 

② 会場 

○コロナ対策を行ったテーブルの配置。（資料、筆記用具、名札の設置。） 

○備品（マイク等）の除菌・清掃の徹底。 

○室内の換気の実施。 
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３．ワークショップの具体的な進め方 

（１）テーマ１：10 年後の昭島市の姿を表す「将来都市像（キャッチフレーズ）」を考える 

○全体ファシリテータが、２つのステップを通じて基本構想の将来都市像（キャッチフレーズ）

を具体的に作り出す流れを説明。 

 

ステップ１：各自が思う（願う）昭島の将来の姿を、キーワードや簡単な文章で表現。また、

その理由や思いを記述し、テーブルの皆さんに見えるよう貼り出す。テーブルの

全員が書き終わったところで、順番に書いた内容や思いを説明。その後質問等意

見交換。 

ステップ２：テーブル内で思いが共有できたところで、出されたキーワード等を参考に、テー

ブルとしての昭島の将来の姿を簡単な文章にする。 

 

○ステップごとに全体ファシリテータが声をかけ、それを合図に作業を進める。 

※新型コロナ感染対策のため、各テーブルにはファシリテータを配置しない。各テーブルで進

行役・書記役を決め（じゃんけん等）、検討を進める方式とする。 

 

 

＜ステップ１＞ 

○全体ファシリテータがステップ１の進め方を説明。（①～④） 

 

①資料を参考に、大事だと思うキーワードを選び、自分の言葉として付せんに記入。資料のモ

ノと同じ表現でもよい。 

   ↓ 

②表現したキーワードに対するコメントを付せんに記入。なぜこのキーワードが大事と思っ

たのか、簡単な文章で表現。 

   ↓ 

③記入した付せんを模造紙に貼る。 

   ↓ 

④全員が貼り終わったところで、書いたコメントについての思いをテーブル内で１人ずつ発

表。 

 

  



6 

＜ステップ２＞ 

○全体ファシリテータがステップ２の進め方を説明。（⑤～⑧） 

 

⑤テーブルとしての将来都市像（キャッチフレーズ）を作るために、使いたいと思うキーワー

ド（ポイントとなるもの）を選ぶ。選んだキーワードには、それがわかるよう赤丸シールを

貼る。 

   ↓ 

⑥選んだキーワードを組み合わせながら、意見を出し合いキャッチフレーズの文章を作成。 

   ↓ 

⑦複数の文章ができた場合には、その中からおススメを１つ選び、それがわかるよう赤丸シー

ルを貼る。 

   ↓ 

⑧テーブルごとに将来都市像（キャッチフレーズ）を発表。 

 

 

（２）テーマ２：「理想の将来都市像」を実現するため、重要となる施策を考える 

○テーマ１の検討も参考にしながら、将来都市像を実現するために重要（ポイント）と思う施策

を選び、各自配付された赤丸シールを貼る。 

 

 

（３）進行体制 

○全体ファシリテータ １名 

○補助 ２名（議論が滞っているテーブルがあれば支援、進め方への質問等あれば対応） 

○タイムキーパー １名 
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４．資料 

（１）事前送付資料 

■ 資料１ （将来都市像（キャッチフレーズ）関係） 
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■ 資料２ （施策の体系関係） 
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（２）ワークショップ説明資料 
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５．結果 

（１）各グループ検討結果 

① 将来都市像（キャッチフレーズ） 
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② 重要となる施策 

施策 
重要度（シールの数） 

合計 A B C D 

＜施策 20＞水と緑の環境の保全 10 3 3 2 2 

＜施策 04＞コミュニティ活動の推進 8 4 1 1 2 

＜施策 05＞健康支援・医療体制の充実 8 4 1  3 

＜施策 02＞交通安全の推進 7 4 2 1  

＜施策 12＞学校教育の充実 7  2 1 4 

＜施策 01＞防災・危機管理体制の構築 6  4  2 

＜施策 14＞生涯学習の推進 6 2  2 2 

＜施策 26＞市街地の整備 6 2 1  3 

＜施策 09＞多様性を認め合える地域の醸成 5   1 4 

＜施策 16＞文化芸術活動の促進 5 1  2 2 

＜施策 21＞ごみ処理の推進 5 1 2 2  

＜施策 22＞公共交通網の充実 5 3 1 1  

＜施策 24＞深層地下水 100％水道水の供給 5  2 2 1 

＜施策 34＞健全で持続可能な行財政運営の推進 5 2 2 1  

＜施策 37＞「ふるさと昭島」として愛されるまちづくりの推進 5  2 3  

＜施策 03＞防犯対策の充実 4 2 1 1  

＜施策 06＞高齢者・障害者福祉の充実 4 1 1 1 1 

＜施策 23＞道路環境の整備 4 3  1  

＜施策 28＞住環境の保全 4  3 1  

＜施策 13＞青少年の健全育成の推進 3 2 1   

＜施策 17＞文化財の保護・調査・活用 3 1 2   

＜施策 19＞地球環境の保全 3  2 1  

＜施策 27＞公園の維持管理 3 1 1 1  

＜施策 32＞観光まちづくりの推進 3 1 1  1 

＜施策 07＞社会保険制度の充実 2   2  

＜施策 10＞子ども・子育て環境の整備 2   1 1 

＜施策 15＞図書館活動の充実 2  1 1  

＜施策 29＞地域振興と就労環境の充実 2  2   

＜施策 31＞都市農業の振興 2  2   

＜施策 33＞消費生活環境の充実 2 1   1 

＜施策 35＞連携と協働によるまちづくりの推進 2   1 1 

＜施策 08＞地域福祉・セーフティネットによる生活環境の整備 1    1 

＜施策 25＞下水道の維持管理 1    1 

＜施策 11＞幼児教育・保育の充実 0     

＜施策 18＞スポーツ・レクリエーションの振興 0     

＜施策 30＞商工業の振興 0     

＜施策 36＞情報通信技術の活用によるまちづくりの推進 0     
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（２）フォーラムの様子 

滝瀬課長より開会宣言 萩原部長より開会のあいさつ 

  

森田係長によるオリエンテーション ワークショップ① 

  

ワークショップ② ワークショップ③ 

  

ワークショップ④ ワークショップ⑤ 
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６．参加者アンケート結果 

（１）今回の市民フォーラムの進め方や内容について 

第１部 オリエンテーション 

①とても満足：５名／②やや満足：７名／③満足：５名／④やや不満：―／⑤不満：―／

無回答：１名 

 

■ 上記の理由 

①とても満足（５名） 

・分かりやすく聞かせて頂き、内容理解出来ました。 

・だれにでも分かりやすく、考えられていたと思います。 

・普段話をする機会の少ない年代の方々と意見交換出来たのは有意義でした。 

・わかりやすかった。 

・進行役が上手でした。 

 

②やや満足（７名） 

・時間配分がわかりづらくちょっとまとまりづらかったが、メンバー的にまとまった話が出

来た。 

・今期の振り返りが聞きたかったです。 

・事前に勉強してくればよかった！ 

・最初はわかりづらく、少しずつ内容について行けた。 

・進行が単調で入りにくかった。全員が内容を理解しているわけではないので、もう少しかみ

くだいて説明が欲しかった。 

・こういう場に参加させていただき感謝。市の計画への参画、本日会う方々と知り合え良い時

を過ごさせていただきました。定期的に回数も増やし開催されることを願っております。つ

ながりを作るためにも。 

 

③満足（５名） 

・基本計画、基本構想等を教えて頂き、勉強になりました。 

・感じていた事が言えたので。 

・わかりやすい説明でした。 

 

無回答（１名） 

・初めてのことでのみこめない。画面がみづらい。 

 

  



36 

第２部 ワークショップ 

①とても満足：８名／②やや満足：１名／③満足：８名／④やや不満：１名／⑤不満：― 

 

■ 上記の理由 

①とても満足（８名） 

・良い意見を聞かせて頂き、生活に役立てたい。 

・異なる意見を一つにまとめる作業は難しかったですが、色々な話があっておもしろかった

です。 

・昭島に住んで 40 年以上、今やふるさとです。少しでも役に立ててうれしく思います。あり

がとうございました。 

・初めてこのようなフォーラムに参加させて頂きましたが、皆さん昭島が好きな町だと思っ

ていることや、昭島を大切に思っている事がよくわかって、とてもよかったです。 

・若い方が一人入っていてくれました。やっぱり若い方と話すと、それだけで元気になりま

す。 

・皆が積極的で討論が進み良かった。 

 

②やや満足（１名） 

・チーム内で様々な意見が出ておもしろかった。様々な世代の方のお話が聞けて、なるほどな

ーと思うこと、学べる機会が頂けて良かった。あきしま・住んでるまちを意識して idea が

出せて楽しかった。 

 

③満足（８名） 

・時間が少ないように感じました。 

・もう少し時間がほしかった。声がききづらいところもあった（マスク、シールド）。 

・マスクで声が聞きとりにくいので、討議に時間がかかった。 

・おもしろかったです。 

・終了近くになり、グループともなれる事が出来ました。 

・もう少し共に語り合える時間がとれると良いと思いました。 

・時間内でコミュニケーションを取るのは難しいと思いました。 

 

④やや不満（１名） 

・勉強になったが、私には 10 年という年数で 80 代のわたしより若い人の意見の方がよいの

では。 

 

 

（２）全体を通して心に残ったことやフレーズ 

・何とかまとまったという感じ。 

・昭島って良い街だな♡って思いました。 

・ふれあいを感じた。 
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・笑顔は人を幸せにする大切な物。改めて再確認出来ました。 

・天然水、昭和復刻、レトロ 

・将来の人口推移見通しはなかなかショッキングな内容でした。いかにこの予想を良い方に

くつがえしていくかが重要な施策と感じました。 

・地下水→天然水に言い換える。レトロという意見がありおもしろかった（昭和町のこと）。 

・笑顔とコミュニティ（一声かける）→あいさつ♪ 

・キャッチフレーズができました。 

・緑、おいしい水、住みよい町あきしま 

・全員が課題に取り組んでいる熱意 

・お水 

・クリエイティブ 

・昭島愛 

・昭島市民が自分たちの町についての「愛」を強く感じられた。⇒大好きな町 

・大好き、つながり 

・水・緑・ふれあい 

 

 

（３）その他、意見・感想 

・やったというスタイルで終わらせないで、20 名たらずと終わらず、もっと広く市民に聞く

べきである。 

・このような貴重な機会をありがとうございました。自分たちが住む街のことを真剣に考え

る機会はなかなかないので、色々と考えるきっかけとなりました。 

・また参加したいです！ 

・当市は昭島の名称から、昭和のイメージがある（昭和記念公園、昭和町、昭和飛行機）ため、

レトロを前面に出し、楽しめる町づくりを、これからの 10年の施策として考えたいと思い

ます。 

・第５次の基本計画に対しての達成度合を知りたいと思います。最初のオリエンテーション

に含めてもらえると良いと感じました。安全に配りょした形で開催していただいてありが

とうございました。 

・ふせんのアイディアも、ぜひ１つの意見として参考にして頂けたら嬉しいです。子供も無料

で預けることができて、プチリフレッシュになり楽しめました。 

・10 年後の昭島を考える事ができました。 

・昭島の未来を考えるフォーラムとして、とてもよかったです。 

・又、来たいと思いました。 

・内容にもよりますが、また何かあれば参加してみたいと思いました。 

・①夢と希望に満ちた水と緑のクリエイティブであったかな昭島／②笑顔いっぱいすべての

人が安心・安全に暮らせる優しいふれあいの街 

・全体的にかけ足でしたが初めて顔を合わせるメンバーでしたので致しかたないかとも思い

ました。 


